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イルミネーションツリー出現！
巨大なイルミネーションツリーが中央公民館玄関前に出現
しました。これは商工会青年部の皆さんが冬のまちを盛り
上げようと設置されたもの。30,000 球の LED 電球が毎
日午後５時 30 分から 9 時まで点灯されています（12 月
25 日まで）。写真だけでは伝えきれない美しさと迫力…。
ぜひその目でお確かめください。 14 ページに関連イベントのお知らせがあります。



少年の主張11 月３日に中央公民館で行われた
第 31 回「少年の主張」大会。
町内の小学５・６年生、中学生の代表者
15 人が自らの思いを主張しました。
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主張した子どもたち（敬称略・写真左上段から）
�山本　寛大（古月小）『力強く生きること』

�村上なな子（剣南小）『私たちにできること』

�西野　香音（室木小）『地域の方との関わりを深める』

�藤原　彩希（新延小）『仕事に誇りをもつということ』

�森　　優和（西川小）『笑顔の力』

�白木　　春（剣北小）『未来のために私ができること』

小学校６年生の部

主張した子どもたち（敬称略・写真左から）
�栗田　萌花（鞍手中１年）『国の宝を守り抜く』
�案納　和也（鞍手中２年）『もっとも貧しい

大統領から学んだこと』
�木村　百花（鞍手中３年）『世界中の子供たち』 中学生の部
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伝えたい　　
　　　　ことがある今

小学校５年生の部

主張した子どもたち（敬称略・写真左上段から）
�髙田　湊斗（古月小）『ぼくといのち』

�江口　　條（剣南小）『日本の農業を思う』

�松野　弥久（室木小）『熊本のボランティア活動』

�大坪　陽人（新延小）『愛犬そらまめといっしょに』

�柴田　浩揮（西川小）『自然スタイルの生活』

�宮本　真那（剣北小）『わたしと家族』

教育長講評
　各学校・学年を代表して発表された 15 名の皆さん、お疲れ様でした。皆さんの深く豊かな人権感覚・人権
意識に支えられた発表は、胸が温かくなるような内容ばかりでしたね。私たち大人が忘れてしまいそうになっ
ていた大事なものを、この発表会で改めて勉強させてもらったというようにも感じました。
　変化の激しいグローバル化社会の真っただ中にある現代では、見聞きしたことをしっかりと考え、自らの
思いを正しく伝える力がますます重要視されていきます。発表された皆さんは、そのような資質を十分に持
たれていると頼もしく思いました。
　発表者の皆さん、多くの来場者の皆さんの支えにより、第 31 回「少年の主張」大会がすばらしい大会とな
りましたことを心から感謝申し上げます。
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まちの話題 My Town Topics

　10 月 30 日、文化体育総合施設内で 2016 くらて元気まつ
りがありました。収穫された野菜の販売やバザーなどが行わ
れた「販売エリア」、血管年齢測定や減塩食の試食など健康
情報盛りだくさんの「ふれあいゾーン」、くりぃむしちゅー上
田晋也さんの兄・上田啓介さんが司会を務め、松下笑一さん
の風船芸や深草あゆみさんのくらての歌などで盛り上がった

「元気ゾーン」に今年もくらての元気が大集結！好天に恵ま
れた今年の元気まつりは多くの来場者でにぎわっていました。

　11 月９日からの全国火災予防週間に合わせ、６日、鞍
手町・宮若市・小竹町の消防団と消防本部が合同で防火
パレードを行いました。宮若市で出発式を行った後、消
防車両８台は、３市町を「カンカーン、カンカーン」と
警鐘を鳴らしながら駆け抜け、火の用心を呼びかけまし
た。これから空気が乾燥し、火災が起こりやすい季節に
なります。就寝前や出掛ける前にはしっかりと火の元を
確認してください。

くらての元気が大集結�
▶ 2016 くらて元気まつり

警鐘、町に鳴り響く
▶秋季火災予防啓発パレード

　10 月 29 日、コミュニティハウス赤れんが（八尋）主催
のハロウィンパレードが行われ、地域の子どもたち 31 人
がハロウィンの曲に乗せて赤れんが周辺を大行進しました。
かぼちゃや魔女、ドラキュラなどに変装した姿で民家やお
寺に立ち寄って「トリック オア トリート？（お菓子をくれ
なきゃいたずらしちゃうぞ）」。子どもたちは、優しい地域
の人たちからお菓子をもらうことに成功したようです。

　10 月 23 日、鞍手中学校和太鼓部・吹奏楽部によるジョ
イントコンサートがありました。両部が合同で行う初めての
コンサートということもあり、会場の鞍手中学校体育館には
600 人以上の観客が詰めかけました。コンサートでは和太鼓
部、吹奏楽部の単独演奏後、合同での演奏が行われ、迫力の
ある力強い音、優しく美しい音、それぞれが重なり合って生
まれる音に、観客からは惜しみない拍手が送られていました。

トリック オア トリート？
▶赤れんが（八尋）周辺でハロウィンパレード

音と音が重なり合って
▶鞍手中学校和太鼓部・吹奏楽部ジョイントコンサート
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永年の活躍が認められ
▶公平委員会制度 65 周年記念総務大臣表彰式

ソフトテニス九州大会出場�
▶鞍手中女子テニス部が県大会で優勝などの好成績

台湾からの野球招待状
▶ U-15 軟式野球アジア選手権大会出場

　10 月 28 日、笹川記念会
館（東京都港区）において、
公平委員会制度 65 周年記
念総務大臣表彰式が行われ、
直方・鞍手広域市町村圏事
務組合公平委員会の有松弘
美さん（弥生）が永年勤続
総務大臣表彰を授与されま
した。これは、有松さんが
平成 18 年６月より 10 年以
上にわたり、公平委員会の委員及び委員長として公正な
人事行政の確立に尽力され、直方・鞍手広域市町村圏事
務組合の民主的かつ能率的な運営に貢献された功績が認
められたことによるものです。
　有松さんは、11 月８日に直方・鞍手広域市町村圏事務
組合の組合長（直方市長）である壬生市長、同日に德島
町長を表敬訪問し、受賞の喜びを報告。「今後も地方公共
団体の人事行政運営に尽力したい」と思いを新たにされ
ていました。

　10 月 30 日、今津運動公園（福岡市）で行われた平成
28 年度福岡県ジュニアソフトテニス選手権大会（全 84 ペ
アによるトーナメント戦）で鞍手中学校女子テニス部２年
の中村知佳さん・白木理子さんペアが優勝、竹松美咲さん・
下川愛以理さんペアが３位入賞という見事な成績を残され
ました。11 月１日、町長を訪問した選手たちは、この結
果によって 12 月 26 日に熊本市で行われる九州ジュニア
選抜インドアソフトテニス大会への出場が決まったことを
報告し、笑顔いっぱいに喜びの声を聴かせてくれました。

　鞍手中学校３年の皿田幸大さんが、第５回 U-15（15
歳以下）軟式野球アジア選手権大会の日本代表福岡チー
ムのメンバーに選ばれました。
　キャッチャーを務める皿田さんは、10 月８日から 10
日にかけて千葉県成田市で行われた U-15 全国 KWB 野
球秋季大会にも福岡選抜チームのメンバーとして出場し、
ベスト８に貢献しています（雨天順延によりチームは準々
決勝出場を辞退）。

　11 月１日、中華民国
学生棒球運動連盟から
の招待状を手に町長を
訪問した皿田さんは、
11 月 21 日からの４日
間、地元台湾の４チー
ムと日本代表の３チー
ム（福岡・東北・北海道）
で優勝を争う軟式野球
アジア選手権大会での
健闘を誓いました。

　直方・鞍手広域市町村
圏事務組合消防本部が宮
若市・鞍手郡内の小学４
年生を対象に実施した「防
火ポスターコンクール」
において、応募作品 388
点の中から最優秀賞１点、
優秀賞７点、入選９点が

選出されました。最優秀賞に選ばれたのは、古月小の山本
ひなさんの作品です。11 月８日、
古月小学校で表彰式が行われ、原
田消防長から山本さんへ賞状と記
念品が授与されました。たき火を
みて思いついたという山本さんの
作品には「つけた火は　責任もち
ます　消えるまで」というメッセー
ジも。皆さんも、温まるためにつ
けた火が火災の原因にならないよ
うに気を付けましょう。

火災予防に興味を持って
▶防火ポスターコンクールで最優秀賞受賞

12月生まれ
Happy birthday to you.

小
お だ

田智
ち よ

葉ちゃん
平成27年12月８日生まれ

智葉ちゃんお誕生日おめでとう�
お姉ちゃん、お兄ちゃんに負けな
いぐらい元気な智葉ちゃん (^ ー ^)
これからもたくさんの笑顔で家族
みんなを癒してね♪（父　祐嗣さ
ん・母　智子さん・中山）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に
誕生日を迎える満３歳までのちびっ子を募集し
ています。
　１月生まれは、12月12日（月）までに役場政
策推進課窓口（☎42局2111番）またはE-mail
（宛先：jouhou@town.kurate.lg.jp）でお申し込
みください。

▼
お待ちしていますすくすく日記
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

来
年
１
月
８
日
は
鞍
手
町
成
人
式

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

平
成
28
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は

12
月
初
旬
に
往
復
は
が
き
で
ご
案
内

し
ま
す
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
後

に
町
外
に
転
出
し
て
い
る
人
で
、
鞍

手
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育
課
生
涯

学
習
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
☎
４
２
局
７
２

０
０
番
ま
で

粘土
石 粉 粘 土 で 羊 に
乗ったサンタクロー
スを作成しました。
羊の毛に見えるよ
う に 工 夫 を し、 ま
た、サンタさんを羊
の上に座らせること
もなかなか難しいも
のでした。アクリル
絵の具で着色しまし
た。（高さ40cm、幅
35cm）

白
熱
の
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
20
日
、
町
立
体
育
館
で
、
第
15
回
鞍
手
町
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

ミ
ッ
ク
ス
の
部
に
４
チ
ー
ム
、
フ
リ
ー
の
部
に
６
チ
ー

ム
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
が
連
係
の
取
れ
た
プ
レ
ー
を
披

露
し
、
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。（
丸
数
字
は
順
位
、丸
数
字
の
後
は
チ
ー

ム
名
）

●
ミ
ッ
ク
ス
の
部　

①
弥
生
Ａ
②
西
区
③
新
延
本
村

●
フ
リ
ー
の
部　

①
中
山
本
村
②
新
中
山
③
北
区
Ｂ

福
岡
駅
伝
町
村
の
部
で

鞍
手
町
チ
ー
ム
が
活
躍
�

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
20
日
、
筑
後

市
の
筑
後
広
域
公
園

周
回
コ
ー
ス
に
お
い

て
第
３
回
市
町
村
対

抗
「
福
岡
駅
伝
」
が
開

催
さ
れ
、
県
下
市
町
村

60
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。
鞍
手
町
チ
ー

ム
は
町
村
の
部
に
お

い
て
９
位
で
ゴ
ー
ル
。

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
楽
し
い
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
お
子

さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き　

12
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

調
理
室

●
参
加
料　

材
料
費
と
し
て
１
人
５
０
０
円

●
定
員　

18
人
（
小
学
生
以
上
）（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

●
募
集
期
間　

12
月
５
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
金
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物
・

袋
●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係
☎
４
２
局
７
２
０

０
番
ま
で

冬
の
公
民
館
講
座

「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
教
育
課
文
化
振
興
係

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め

ざ
す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手

町
人
権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や

自
学
学
習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時

申
し
込
み
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
の
午

後
５
時
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保

館
▽
対
象
者
＝
新
延
小
学
校
・
剣
北
小
学
校
・
剣
南

小
学
校
・
古
月
小
学
校
の
児
童

●
八
尋
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
の
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ

ろ
＝
八
尋
集
会
所
▽
対
象
者
＝
西
川
小
学
校
・
室
木

小
学
校
の
児
童

●
鞍
手
中
学
生
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜

日
の
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集

会
所
▽
対
象
者
＝
鞍
手
中
学
校
生
徒

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館

内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

森  恵津子さん
（新北）
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Relay Essay

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
人
生
を
変
え

て
く
れ
た
、
ま
た
、
人
の
た
め
に
何
か
一

生
懸
命
行
動
し
て
く
れ
た
恩
師
と
出
会
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

私
は
、
高
校
時
代
に
そ
ん
な
恩
師
と
出

会
い
ま
し
た
。
当
時
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
内
容
は
も
ち

「
よ
く
声
が
通
り
よ
っ
た
、次
の
試
合
も
頼

む
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
さ
さ
い
な
声
か
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

く
じ
け
る
こ
と
な
く
３
年
間
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
見
て
く
れ
て
い

る
人
は
、ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
て
い
る
。努

力
を
惜
し
ま
ず
、
今
の
自
分
の
役
割
を
一

け
て
も
ら
い
、
不
安
な
く
挑
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

看
護
師
と
い
う
道
は
日
々
勉
強
で
辛
い

時
も
あ
り
ま
す
が
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

恩
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ろ
ん
、
私
生
活
の
規
則
が
厳
し
い
う
え
に

部
員
が
多
く
、
限
ら
れ
た
人
数
し
か
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
し
た
。
私
は
悔
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
補
佐
に
回
り
、
試

合
で
は
応
援
歌
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、試
合
後
に
監
督
が
私
の
元
へ
来
て
、

生
懸
命
や
っ
て
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
部
活
引
退
後
に
看
護
師
の
道

へ
進
も
う
と
決
め
た
時
も
受
験
に
向
け
て

問
題
集
を
集
め
て
く
れ
た
り
、
面
接
官
役

に
な
っ
て
自
分
に
今
足
り
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
受
験
の
前
日
に
は

「
頑
張
っ
て
き
た
か
ら
大
丈
夫
」と
声
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
美
里
さ
ん
（
古
門
・
22
歳
）
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ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
酒
見
磨
依
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
方眼編みでベストを
編みました。若草色で
ラメが入っているの
で少し華やかにな
りました。

奈木野ツヤ子さん
（い牟田）

栗田早苗さん
（中山）俳句

孫の通う保育園
でクリスマス会の
劇がありました。
どの子もみんな輝
いていて楽しませ
てもらいました。

聖
夜
劇  

目
立
ち
た
が
り
の  

子
等
の
い
て

鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会
10
周
年
を
記
念
し
、
高
次

脳
機
能
障
害
者
の
会
「
エ
ー
ル
」
と
共
催
で
発
表
会

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
歌
の
内
容　

月
の
砂
漠
、
浜
辺
の
歌
、
青
葉
し
げ

れ
る
桜
井
の
、
人
生
の
並
木
道
、
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
な
ど
。「
エ
ー
ル
」
の
皆
さ
ん
の
演

出
も
お
楽
し
み
に
！

●
問
い
合
わ
せ　

勝
木
桂
子
☎
４
２
局
４
７
６
１
番

ま
で

鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会

10
周
年
記
念
発
表
会

●
鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会

福
岡
県
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
に
し
た
「
家
庭
の
日
」「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

作
品
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
お
い
て
、
応
募

３
４
６
点
の
中
か
ら
、
貝
㟢
ひ
な
た
さ
ん
（
剣

北
小
３
年
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
写
真
は
10
月
30
日
、
貝
㟢
さ
ん
が
エ
ル

ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
（
平
成
28
年
度
福
岡
県
青
少
年
育
成
「
県
民

の
集
い
」）
に
参
加
さ
れ
た
と
き
の
も
の
で
す
。

優
し
い
表
情
で
家
族
が
抱
き
合
う
様
子
が
描

か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
か
ら
は
、
貝
㟢
さ
ん
が
家
族

を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

最
優
秀
賞
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
家
庭
の
日
」

児
童
・
生
徒
対
象
の
作
品
募
集
で
最
優
秀
賞
受
賞
�

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですINFORMATIONBook

／ 12 月の休館日は、７日（水曜日）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

今月新しく入りました。 ※12月の新刊は、１日（木）からの貸出となります。

ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋

銭ぜ
に
て
ん
ど
う

天
堂

　
作
＝
廣
嶋
玲
子

そ
の
日
に
必

要
と
思
わ

れ
る
人
の

前
に
突
然
現
れ
る

不
思
議
な
駄
菓
子

屋
“
銭
天
堂
”。
駄

菓
子
を
売
ら
れ
た
人

に
は
幸
せ
が
訪
れ
る

こ
と
も
あ
れ
ば
不
幸

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

も
…
。
ド
キ
ド
キ
ハ

ラ
ハ
ラ
な
展
開
が
多

く
、
自
分
だ
っ
た
ら

こ
の
と
き
は
ど
う
す

る
か
と
い
っ
た
想
像

力
や
、
日
常
生
活
に

お
け
る
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
、

人
に
対
す
る
や
さ
し

さ
な
ど
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

舞
台
は
江
戸

時
代
。
江

戸
か
ら
遠

く
離
れ
た
田
鶴
藩
の

藩
主
が
何
者
か
に
襲

わ
れ
た
。
筆
頭
家
老

の
嫡
男
・
伊
月
は
事

件
解
決
の
途
中
、
鷹

を
操
る
刺
客
の
少
年

“
燦
”
と
出
会
う
。

燦
と
の
出
会
い
を
き

っ
か
け
に
、
伊
月
の

運
命
は
大
き
く
変
わ

る
。
１
巻
は
燦
と
伊

月
の
関
係
が
主
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
区
切
り
も
丁
寧

な
の
で
、
続
編
へ
の

期
待
も
持
て
る
、
ち

ょ
っ
と
し
た
時
間
に

読
ん
で
み
た
い
１
冊

で
す
。

燦さ
ん

〈
1
〉　
風
の
刃

　
作
＝
あ
さ
の
あ
つ
こ

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
岡
田
紗
季
さ
ん
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

図書室からのお知らせ
「イランカラプテ～！」　これは、アイヌ語で「こんにちは」という意味です。
12 月 10 日のお話し会は、アイヌ文化伝承者をお招きし、アイヌのお話し会を開催します。

アイヌの人々に古くから伝わる昔話をはじめ、歌あり踊りありの楽しいイベントです。
また、お話し会の後は、ピザ作りのワークショップを行います。ピザ作りへの参加を希望す

る人は歴史民俗博物館までお申し込みください。
●とき　12 月 10 日（土）午前 11 時から午後１時まで（お話し会 1 時間、ピザ作り 40 分予定）
●ところ・問い合わせ　歴史民俗博物館☎４２局３２００番まで

アイヌの
お話し会

    一般の本

ストロベリーライフ（作＝荻原　浩）
大人の流儀６（作＝伊集院　静）
九十歳。何がめでたい（作＝佐藤愛子）
はじめてのTOEICテスト　これだけで600点突破（作
＝山根　和明）
スッキリわかる野球スコアのつけ方（作＝三井康浩）

    子どもの本

おおどろぼうヌスート（作＝高畠じゅん子）
100 にんのサンタクロース（作＝谷口智則）
ちいさなこまいぬ（作＝長田　弘）
ちかてつのふしぎ（絵＝溝口イタル）
りんごちゃんと、おひさまの森のなかまたち３（作
＝太田知子）

他 他
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Dr. 白山の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth
白
山
理
恵
さ
ん
・
し
ら
や
ま
り
え
・
平
成
20
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
北
海
道
砂
川
市
立
病
院
で
研
修
後
、
平
成
22
年
産
業
医
科
大
学
小
児
科
入
局
。
北
九
州
総
合

病
院
勤
務
を
経
て
、
現
在
産
業
医
科
大
学
小
児
科
に
勤
務
。
小
児
科
専
門
医
、
日
本
血
液
学
会
専
門
医
。
毎
週
水
曜
日
に
く
ら
て
病
院
小
児
科
に
勤
務
。

貧
血
と
は
、酸
素
を
全
身
に
運
搬
す

る
た
ん
ぱ
く
質「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」が
少

な
く
な
る
病
気
で
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

は
血
液
に
あ
る
赤
血
球
の
中
に
存
在

し
、こ
れ
が
な
い
と
酸
素
の
運
搬
能
力

は
70
分
の
１
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
血
の
７
割
は
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
を
作
る
材
料
の
鉄
分
が
不
足

す
る
こ
と
で
起
こ
る
「
鉄
欠
乏
性
貧

血
」
で
す
。
鉄
分
は
身
長
・
体
重
が
急

激
に
大
き
く
な
る
と
き
に
た
く
さ
ん

使
わ
れ
る
た
め
、①
６
か
月
～
２
歳
②

思
春
期
の
２
つ
の
時
期
に
鉄
欠
乏
性

貧
血
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
血
の
多
く
は
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
す
る
た
め
、顔
色
が
悪

い
、集
中
力
が
落
ち
た
と
周
り
に
気
づ

か
れ
た
り
、風
邪
を
こ
じ
ら
せ
た
と
き

や
手
術
前
の
血
液
検
査
で
貧
血
だ
と

わ
か
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

く
な
っ
た
り
と
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
軽
症
の
場
合
で
も
、

脳
は
酸
素
不
足
の
状
態
に
さ
ら
さ
れ

て
お
り
、発
達
に
悪
影
響
が
で
た
り
、

集
中
力
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鼻
血
が
で

や
す
く
な
っ
た
・
な
か
な
か
止
ま
ら

な
い
、
あ
ざ
が
で
き
や
す
く
な
っ
た

等
の
出
血
症
状
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

繰
り
返
す
発
熱
、
白
目
や
皮
膚
の
黄

色
み
、
黒
い
便
が
あ
る
場
合
に
は
危

険
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

貧
血
の
予
防
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
っ
て
鉄
分
を
不

足
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
鉄

分
が
多
い
食
品
に
は
①
動
物
由
来
の

食
品
（
レ
バ
ー
、
赤
身
肉
、
カ
ツ
オ
、

貝
類
な
ど
）
②
植
物
・
卵
由
来
の
食

品
（
ひ
じ
き
、ほ
う
れ
ん
草
、卵
黄
な

貧
血
を
見
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

粘
膜
で
あ
る
「
唇
」
や
「
舌
」、「
下
ま

ぶ
た
の
裏
」、
皮
膚
の
な
い
「
爪
先
」

が
異
常
に
白
く
な
っ
て
い
な
い
か
を

確
認
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
鉄
欠

乏
性
貧
血
で
は
、
氷
や
髪
の
毛
を
食

べ
る
症
状
（
異
食
症
）
が
見
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

貧
血
が
進
行
す
る
と
、
疲
れ
や
す

い
、
運
動
し
た
と
き
に
動
悸
・
息
切

れ
が
見
ら
れ
る
、急
に
立
っ
た
と
き
・

長
時
間
立
っ
て
い
た
と
き
に
目
の
前

が
暗
く
な
る
・
倒
れ
る
（
起
立
性
低

血
圧
）
な
ど
自
分
で
わ
か
る
症
状
が

出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
酸
素
不
足
が

起
こ
り
、
酸
素
を
た
く
さ
ん
使
う
臓

器
で
あ
る
脳
や
心
臓
に
負
担
が
か
か

り
ま
す
。
最
重
症
の
場
合
は
意
識
が

な
く
な
っ
た
り
、
心
臓
が
動
き
に
く

子
ど
も
の
貧
血
の
見
つ
け
方
は

子
ど
も
の
発
達
に
悪
影
響
も
…

貧
血
の
症
状
・
危
険
性
は

貧
血
の
予
防
・
治
療
方
法
は

？
子
ど
も
の
顔
色
が
悪
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。
貧
血
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
児
科
に
連
れ
て

行
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
（
27
歳
・
女
性
）

①
唇
、
ま
ぶ
た
の
裏
の
粘
膜
、
爪
先
が
白
く
な
っ
て
い
る
②
疲
れ
や
す
い・だ
る
い
、
集
中

力
が
な
く
な
っ
た
、
運
動
時
の
動
悸
・
息
切
れ
が
見
ら
れ
る
③
出
血
症
状
、
発
熱
を
繰
り

返
す
、
白
目
や
皮
膚
の
黄
色
み
、
黒
色
便
が
あ
る
場
合
は
小
児
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

ど
）が
あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
動
物
由

来
の
食
品
の
方
が
鉄
分
の
吸
収
が
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
菜
や

果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は

鉄
分
の
吸
収
を
助
け
て
く
れ
る
作
用

が
あ
り
、
野
菜
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
牛

乳
は
体
に
良
い
食
品
で
す
が
、
１
日

600 

ml
以
上
飲
む
と
鉄
分
の
吸
収
を
ブ

ロ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
た
め
、
牛
乳
の

と
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鉄
欠
乏
性
貧
血
が
軽
症
の
場
合
は

予
防
と
同
様
の
食
事
療
法
を
行
い
ま

す
。こ
れ
で
も
よ
く
な
ら
な
い
場
合
や

軽
症
で
な
い
場
合
は
鉄
剤
の
服
用
を

開
始
し
ま
す
。
鉄
剤
の
副
作
用
は
小

児
期
に
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
り
ま
せ
ん

が
、便
は
真
っ
黒
に
な
り
ま
す
。
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
の
値
は
３
週
間
ほ
ど
で
上

昇
し
ま
す
が
、
十
分
な
鉄
分
が
体
に

蓄
え
ら
れ
る
ま
で
６
～
８
週
間
ほ
ど

鉄
剤
を
続
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせです

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。①必ず妊婦本人がお越しください②日時の都
合がつかない場合はご相談ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書
（ある人のみ）、個人番号
カードまたは個人番号通知
カードと本人確認ができる
もの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

　12 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には 
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

区　分 期　日 対象児

４か月健診 12月08日㈭ 平成 28 年 7 月 26 日から
平成 28 年 8 月 15 日生まれ

７か月健診
12月22日㈭

平成 28 年 4 月 29 日から
平成 28 年 5 月 26 日生まれ

12 か月健診 平成 27 年 12 月 01 日から
平成 27 年 12 月 31 日生まれ

１歳半健診
12月 1日㈭

平成 27 年 5 月 11 日から
平成 27 年 6 月 1 日生まれ

３歳健診 平成 25 年 11 月 11 日から
平成 25 年 12 月 1 日生まれ

乳幼児相談 12月13日㈫ 平成 28 年 9 月 10 日から
平成 28 年 10 月 14 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　なお、　10月より第２火曜日に変更しています。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
● 問い合わせ　総合福祉センターまで

乳幼児健診・相談

総合健（検）診のお知らせ

特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。
平成 28 年度最後の健診です。生活習慣病予防のた
めにも年に１度は必ず受診しましょう。

と　き ところ
平成 29 年１月 22日（日）、23日（月） 総合福祉センター

● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付し

ますので電話でご連絡ください。申込書には必要
事項を記入し、希望する健診日の１か月前までに
返送してください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス・結核検診）、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで
　冬は、ウイルスや細菌による感染症が流行する
季節です。今年もインフルエンザやノロウイルス
などの感染症が猛威を振るうと予測されます。

予防のために…
◉手洗い、うがいを徹底　
　ウイルスや細菌は多くの場合、ウイルスなどに

触れた手を介して、口・鼻・目から体内に侵入
し、感染してしまいます。手洗いは 30 秒以上
を目安に、指や手のひらのしわの間、手首など
もよく洗い、最後は流水できれいに洗い流しま
しょう。のどに付着したウイルスを除去するた
めに、帰宅後のうがいを習慣づけましょう。

◉マスクの着用
　マスクの着用は感染予防はもちろんですが、鼻

やのどの粘膜の保湿にも効果的です。

◉からだの抵抗力を高める
　バランスの良い食事や適度な運動、十分な睡眠を

心がけることが大切です。

感染症を予防しましょう

HealthINFORMATION



Support国民年金からの
お知らせです  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

●「後納制度」に関する問い合わせ
　国民年金保険料専用ダイヤル
　☎（０５７０）０１１局０５０番まで
※�問い合わせの際は、年金手帳や保険料の納付書な

ど基礎年金番号が分かるものをご用意ください

●国民年金全般に関する問い合わせ
　役場保険健康課国保年金係
　☎４２局２１１１番（内線２０１）または
　直方年金事務所
　☎２２局０８９１番まで

国民年金保険料は納期限を２年過ぎると、時
効により納めることができませんが、平成 27 年
10 月から平成 30 年９月までの３年間に限り、「後
納制度」を利用して過去５年以内の未納保険料
を納めることができるようになっています。こ
の制度を利用し保険料を納付することにより、
将来受け取る年金額を増やしたり、年金受給資
格の確保につなげたりすることができます（既
に老齢基礎年金を受給している人は利用できま
せん）。

過去２年以内の未納分はこの制度を利用せず
に納付できますが、それ以前の保険料の納付を
希望する場合は「後納制度」の利用申し込みが
必要となり、後納保険料額は「当時の保険料＋
加算金」となります。

なお、1 か月分の後納保険料を納めること
により増額される老齢基礎年金額はおよそ 
1,625 円（年額）です。この機会にぜひご利用く
ださい。

「後納制度」を利用して
納め忘れた保険料を
納付できます

国民年金保険料は、社会保険料控除としてそ
の年の課税所得から控除され、税額が軽減され
ます。控除の対象となる保険料は、平成 28 年１
月から 12 月までに納付したもので、過去の保険
料や追納（免除や納付猶予の承認を受けた期間
の納付）した保険料も含まれます。また、ご自
身の保険料だけではなく、配偶者など家族の保
険料を支払っている場合は、その保険料も合わ
せて控除が受けられます。

控除を受けるためには、年末調整や確定申告
を行うときに領収書や「社会保険
料（国民年金保険料）納付証明書」
の添付が必要となります。平成
28 年中に納付した保険料の控除
証明書は 11 月上旬に日本年金
機構から送られています。（10
月以降に今年初めて納付され
た方には翌年２月上旬に送付
されます。）

　直方年金事務所では予約による年金相談を行っています。年金記録や年金見込額の照会、老齢・遺族・障害年金
の請求、死亡に関する手続きなどでお立ち寄りの際はぜひご利用ください。
●予約時間　平日 9:00 ～ 16:00（予約優先）、第２土曜日 9:30 ～ 15:00（原則予約）
●申込先　ねんきんダイヤル☎（０５７０）０５局１１６５番
　※予約は相談希望日の１か月前から前日まで受け付けています（当日の予約はできません）
　※ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください

●直方年金事務所で「年金相談」の予約ができます

国民年金保険料は
社会保険料控除の
対象です

COMMENT

11−2016.12
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個人年金は、受取額から掛金（払込保険料）等を差し引いた残額が所得
になります。申告時には、このような内容の分かる証明が必要ですので、
申告前に証明が送付されない場合は、ご加入の保険会社等に確認してく
ださい。

今回のような場合は所得税の確定申告は不要ですが、町県民税（住民税）の申告が必
要になります。所得税の申告と同じように、給与・年金など収入の源泉徴収票、個人
年金や一時所得の受取の証明、生命保険料控除の証明、医療費控除の明細など該当す
るものと印かんなどを準備して、申告をしてください。

A答え

私の収入は公的年金で、金額は185万円です。年金が400万円以下な
ので確定申告はしませんでした。それ以外には、自分で加入して受け取っ
ている個人年金が 15万円あります。申告が不要だと思っていたら、平
成28年度の途中で住民税と国民健康保険税が上がりました。
個人年金も所得になるのですか。申告はどうするのでしょうか。
Q疑問

PensionQUESTION ANSWER 税務
  Q&A

役場賦課係☎42局2111番

税金の疑問に
お答えします。

■申告をお忘れなく
　所得税は、あなた自身が所得を計算し、税金を算出して納税する申告納税制度になっています。
確定申告をしなければならない人や確定申告をすれば税金が戻る人は、正しく計算し期限内に申
告を済ませてください。
　平成 23 年分確定申告から公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑
所得以外の所得金額が 20 万円以下の人は、所得税の申告は不要になりました。この場合でも、還
付を受けるための申告書を提出することはできます。（還付申告は直方税務署で１月から始まりま
す。）
　また、次のような人は所得税がかからなくても町県民税（住民税）の申告が必要です。申告を
されないと町県民税や国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料等の正しい
算定ができない場合があります。
①遺族年金または障害年金だけを受給されている人
②農業、営業、配当、地代、家賃などの所得がある人
③生命保険料・地震保険料控除や医療費控除、社会保険料控除、扶養控除など、各種控除を受けようとす
る人
④収入がなくても国民健康保険等に加入している人　など
※生命保険等の満期や解約等の受取金（一時所得）、個人年金（雑所得）は、お受け取りの金額によっては
申告の対象になります

　申告受付は平成 29 年２月 16 日（木）からです。所得税（税務署）の確定
申告をされた人は、町県民税の申告は必要ありません。なお、役場庁舎では
受付を行っていませんのでご注意ください。日程や会場など、詳しいことは
平成 29 年２月号の広報でお知らせします。

確定申告の受付
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防災・防犯

情報

防災・防犯に
役立つ情報を
お届けします

役場庶務管財係☎42局2111番

　

SupportCOMMENT

　火の用心の習慣化を

住宅防火

住宅防火の９のポイント

　建物火災による死亡者のうち、住宅火災による死亡者の割合は約８割にものぼります。このこ
とから、住宅の防火対策がいかに重要かが分かります。
　なお、住宅火災による死亡者のうち、65 歳以上の高齢者が約 7 割と過半数を占めています。

①寝たばこやたばこの投げ捨てをせず、たばこの火はしっかりと消す。
②ストーブの付近には燃えやすい物を置かず、給油するときは火を消す。
③料理をしているときはその場を離れず、離れるときは火を消す。
④家の周りは整理整頓をし、放火されないように気を付ける。
⑤子どもに火遊びをさせない。
⑥電気器具を正しく使い、たこ足配線をしない。電気コードの上には重い物を置かない。
⑦コンセントをこまめに掃除する。
⑧住宅用火災警報器を設置する。
⑨高齢者や身体の不自由な人は近所同士で助け合う関係を築く。

◆消火器とは・・・
消火器にはいろいろなタイプがありますが、代表的なものに粉末を放出するものと消火薬剤を放出するものがありま
す。大きさも大小いくつかあり、消火能力に差があります。

◆消火器の使い方について・・・
消火器は非常に簡単な操作で使用できます。
①安全ピンを抜く②ホースを火元に向ける③レバーを強く握り噴射させる
消火器の使用には、次のことに気をつけましょう。
①消火器は炎ではなく火元を狙い放射しましょう②姿勢を低くして放射しましょう③火元から２m から３ｍ離れて放
射しましょう ④炎が天井に移ったら早期に避難しましょう

◆消火器の注意事項・・・
①消火器の有効期限は５年もしくは８年で消火器により若干違います。手持ちの消火器を確認して取り換え時期を確
認しましょう
②屋外などに置く場合はケースなどに入れましょう。そのまま放置すると容器が腐食し大変危険です
③容器の腐食した消火器は爆発などの危険もありますので、絶対に使用しないでください。容器の底の部分などにも
腐食は生じます。しっかりと確認しましょう。腐食がある場合は、購入先若しくは防災設備業者に相談をして確実に
廃棄してください

これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやす
くなります。火の取扱いには十分注意し、火の用心
に心がけましょう。

これだけは
知っておきたい

いのちを
守る

７つのポイント

３つの習慣
①寝たばこは絶対にしない。
②ストーブは、燃えやすいも

のから離れた位置で使用
する。

③ガスコンロなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防災製品

を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体

制をつくる。

火災でも小さな火のうちは十分消火ができます。
初期消火を行い被害を最小限に抑えましょう。消火器の使い方
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税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局5693番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗博物館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●地域包括支援センター…43局3019番

●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●くらて病院…42局1231番

●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報
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山本華世さんの発案で昨年から始まった「真ん中くらてコンサート」。今年のコ
ンサートはイルミネーションの下、ゲーム・ファイナルファンタジー収録曲でソリ
ストとして抜てきされるなど活躍中のバイオリニストや九州交響楽団メンバーなど
と共演し活躍中のピアニストを迎え、鞍手中学校吹奏楽部とのセッション等を行い
ます。また、鞍手町商工会青年部、ＪＡ直鞍青年部鞍手支部による出店や大抽選
会も行われます。ご家族そろってクリスマスイヴイヴ（前々夜）をお楽しみください。
● とき　12 月 23 日（金・祝）午後６時から８時まで
● ところ　中央公民館　第 1 研修室
● 司会　山本華世さん（鞍手町シティプロモーション公認サポーター）
● 出演者　▷バイオリニスト・大曲　翔さん（ジュリアード音楽院バイオリン科

修士課程修了。ニューヨーク州立大学博士課程特待生）　▷ピアニスト・西尾 
麻衣子さん（東京芸術大学ピアノ科卒業。サンフランシスコ州立大学大学院
修士課程修了。ジュリアード音楽院コラボレーティブピアノ科修士課程修了）

　▷鞍手中学校吹奏楽部
● 問い合わせ　役場政策推進課政策係まで

今年はクリスマス前々夜に開催！

クリスマスイルミネーションが鮮やかに彩る

真ん中くらてコンサート



西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

12
月
12
日
（
月
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
16
日
（
金
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

12
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
12
月
２
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
12
月
８
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

12
月
15
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
12

月
28
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

　

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
12
月
１
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

12
月
22
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
12
月

27
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

心
の
ケ
ア
行
い
ま
す

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

福
岡
県
警
察
で
は
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
た
人
の
心
の
ケ

ア
を
行
う
専
用
の
相
談
電
話

「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
45
分
ま
で

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
電
話
相
談
　
☎
（
０
９
２
）

６
３
２
局
７
８
３
０
番
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
警

察
本
部
被
害
者
支
援
・
相

談
課
☎
（
０
９
２
）
６
４

１
局
４
１
４
１
番
ま
で

親
と
子
の
悩
み
相
談
窓
口

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
親
と
子
の
悩
み
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

●
と
き　

平
成
29
年
１
月
13

日
（
金
）、
14
日
（
土
）
の

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ
（
面
接
相
談
）　

古
賀
市
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
（
古
賀
市
千
鳥
三
丁

目
１
番
２
号
）　

※
事
前
に

予
約
が
で
き
ま
す

●
電
話
相
談
　
☎
（
０
９
２
）

９
４
２
局
０
１
７
５
番
ま
で

●
相
談
内
容　

子
育
て
、
非

行
、い
じ
め
、ひ
き
こ
も
り
、

就
労
、
経
済
的
な
問
題
な

ど
●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
福

岡
県
人
づ
く
り
・
県
民
生

活
部
私
学
振
興
・
青
少
年

育
成
局
青
少
年
育
成
課
☎

（
０
９
２
）
６
４
３
局
３
３

８
８
番
ま
で

労
働
問
題
の
相
談
は

労
働
者
支
援
事
務
所
へ

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り

労
働
問
題
全
般
の
相
談
、
解

決
の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
。
解
雇
、
賃

金
未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
組
合
と
使
用
者

と
の
労
働
問
題
の
あ
っ
せ
ん
、

不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
は
、

福
岡
県
労
働
委
員
会
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
水
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

の
電
話
相
談
は
午
後
８
時

ま
で

●
と
こ
ろ
（
面
接
相
談
）　

福

岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事

務
所
（
飯
塚
市
新
立
岩
８

番
１
号
）

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
　
福

岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事

務
所
☎
（
０
９
４
８
）
２

２
局
１
１
４
９
番
、
福
岡

県
労
働
委
員
会
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
９
８
０

番
ま
で

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
、

生
涯
学
習
に

放
送
大
学
の
学
生
を
募
集

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
国
が
作
っ

た
通
信
制
の
大
学
で
す
。
福

岡
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
平
成
29
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
教
養
学
部　

学
力
試
験
は
な

く
書
類
選
考
の
み
で
、
15

歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
１
科

目
か
ら
学
習
で
き
る
科
目

履
修
生
・
選
科
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
ま
す
。
18

歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

の
あ
る
人
は
、
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

ま
た
、
短
大
、
専
門
学
校

な
ど
か
ら
も
編
入
学
で
き

ま
す
。
卒
業
す
る
と
学
士

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す

●
大
学
院　

18
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
修
士
科
目
生
、
修
士

選
科
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す

●
募
集
期
間　

12
月
１
日（
木
）

か
ら
平
成
29
年
３
月
20
日

（
月
・
祝
）
ま
で

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
（
０
９
２
）
５
８
５

局
３
０
３
３
番
ま
で

15−2016.12

くらしの情報

相
談

町では、次のとおり３つの町立保育所と２つの
私立保育園の平成 29 年度入所受付を行います。
● とき　１月４日（水）から 31 日（火）まで。

時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
（ただし木曜日は午後７時まで（役場のみ））

● 申込書配布・提出場所　▷新規入所＝役場福
祉人権課児童人権係▷継続入所・継続児の弟
妹の入所＝入所中の各保育所（園）

● 入所条件　保護者が仕事をしている、母親が
妊娠中または出産から間もない、同居親族（長
期入院等している親族含む）を常時介護また
は看護しているなどの理由で、日中保育がで
きない家庭の児童

● 対象者　▷町立保育所＝生後４か月から小学
校入学前までの児童▷私立保育園＝生後８週
から小学校入学前までの児童

● 保育料　保護者が負担する税額によって異な
ります

● 問い合わせ　役場福祉人権課児童人権係まで

町立保育所、
私立保育園の
入所受付が
始まります

役場、各保育所（園）で受け付けます

１月４日
　　  から

募
集



12
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
12
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問

と
議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ

ん
、
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
一
般
質
問
　
12
月
12
日

（
月
）、
13
日
（
火
）。
開
会

時
間
は
午
後
１
時
。
た
だ

し
、
一
般
質
問
が
12
日
で

終
了
す
れ
ば
13
日
は
休
会

と
な
り
ま
す
。
な
お
、一
般

質
問
は
手
話
通
訳
に
よ
る

傍
聴
が
で
き
ま
す
。
手
話

通
訳
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
議
案
質
疑　

12
月
14
日

（
水
）
開
会
時
間
は
午
後
１

時
●
問
い
合
わ
せ　

町
議
会
事

務
局
（
役
場
内
）
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
12
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

５
日
（
月
）、
12

日
（
月
）、
18
日
（
日
）、

19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）

●
年
末
年
始
の
休
館
日　

▽

福
祉
棟
＝
12
月
28
日
（
水
）

か
ら
翌
年
１
月
４
日
（
水
）

ま
で
▽
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
＝
12
月
29
日
（
木
）
か

ら
翌
年
１
月
３
日
（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
候
補
生
等
の

受
験
説
明
会
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
及

び
自
衛
官
候
補
生
の
受
験
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

12
月
11
日
（
日
）、

18
日
（
日
）。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
か
ら
11
時

ま
で
、
午
後
１
時
か
ら
２

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

飯
塚
地
域
事
務

所
２
階
会
議
室

●
説
明
種
目　

高
等
工
科
学

校
生
徒
、
自
衛
官
候
補
生

（
陸
・
海
・
空
）

●
試
験
期
日　

▽
１
回
目
＝

平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

▽
２
回
目
＝
１
月
22
日

（
日
）、
23
日
（
月
）
の
い

ず
れ
か
１
日

●
受
験
資
格　

▽
高
等
工
科

学
校
生
徒
＝
中
卒
（
見
込

含
む
）、
15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
▽
自
衛
官
候
補

生
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子　

※
資
格
年
齢
は

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
自
衛
隊
飯
塚
地

域
事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

就
業
を
支
援
し
ま
す

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
と
お
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
、
ま
た
か
つ
て
母
子
家
庭

だ
っ
た
寡
婦
の
人
を
対
象
に
、

介
護
事
務
の
資
格
取
得
を
目

指
す
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

平
成
29
年
１
月
13

日
か
ら
２
月
９
日
ま
で
の

う
ち
平
日
12
日
間
。
時
間

は
午
後
６
時
30
分
か
ら
９

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

立
岩
公
民
館
（
飯

塚
市
新
飯
塚
20
番
30
号
）

●
募
集
人
員　

12
人
（
書
類

選
考
、
開
講
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
）

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し

テ
キ
ス
ト
・
検
定
料
の
一

部
５
千
円
は
自
己
負
担

●
託
児　

有
り
（
事
前
予
約

制
、
託
児
対
象
年
齢
は
１

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）

●
申
込
期
限　

12
月
22
日

（
木
）
必
着

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

０
３
９
０
番
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
説
明
会

福
岡
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
デ
ィ
エ
イ

ド
と
の
協
働
で
毎
月
１
回「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
説
明
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
興
味
の
あ
る
人
や
学

び
た
い
人
は
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

平
成
29
年
３
月
ま

で
の
毎
月
第
１
水
曜
日
。
時

間
は
午
前
10
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
（
第
１
水
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
第
２
水

曜
日
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
会

議
室（
吉
塚
合
同
庁
舎
５
階
）

●
講
師　

福
岡
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
認
証

担
当（
県
職
員
）、相
談
員（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
デ
ィ
エ
イ
ド
）

●
申
込
方
法　

受
講
希
望
日

の
前
日
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
（
０

９
２
）
６
３
１
局
４
４
１

１
番
ま
で

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

起
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
・
開
設

す
る
場
合
や
既
に
開
設
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
拡
充
し
た
り
す
る
町
内

事
業
者
に
対
し
て
、
次
の
と

お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

新
規
出
店
、
２
店
目
以
降
の

出
店
等
を
検
討
し
て
い
る
事

業
者
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご

2016.12−16

くらしの情報

運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た

70
歳
以
上
の
人
を

支
援
し
ま
す

町では、高齢者による交通事故の減少を
図り、運転免許の自主的返納者を支援するこ
とを目的として、運転免許証を自主返納し
た町内に住む 70 歳以上の人を対象にコミュ
ニティバスの回数乗車券を助成します。
● 対象者　次の要件をすべて満たす人が対

象です。①町内に住んでいる人（町の住
民基本台帳に記録されている人）②満年
齢 70 歳以上の人③平成 28 年４月１日以
降に運転免許証を有効期限内に自主返納
した人　※免許証の有効期限切れによる
失効は対象外です

● 助成内容　町のすまいるバス及びもやい
タクシーの回数乗車券（100 円券 12 枚つ
づり）を 20 冊お渡しします　※１人につ
き１回まで

● 必要なもの　警察署や自動車運転免許試
験場で交付された「申請による運転免許
の取消通知書」の写し、印かん

● 申込期間　免許証を自主返納した日（取
消通知書の取消日）から１年間

● 申し込み・問い合わせ　役場総務課庶務
管財係まで

すまいるバス等の回数乗車券配付します

お
知

ら
せ



活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

町
内
に
本
店
を
有

し
、
実
在
す
る
店
舗
で
１

年
以
上
の
営
業
実
績
が
あ

り
、
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
等
の
条
件
を
満
た

す
事
業
者
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
の
事
業
を
行
う

も
の
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に
出
店
・

開
設
す
る
場
合
②
既
に

開
設
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
に
対
応
す
る
更
新
を

行
う
場
合
③
既
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
出

店
・
開
設
し
て
い
る
事
業

者
で
、
２
店
目
以
降
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

出
店
・
開
設
す
る
場
合

●
対
象
経
費　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
、開
設
、

更
新
に
か
か
る
経
費
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
に
係
る
経
費

●
補
助
金
額　

対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限

10
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で

40
歳
か
ら
の
２
日
間
集
中

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お

り
２
日
間
集
中
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
応
募

書
類
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
や
面

接
練
習
な
ど
２
日
間
で
採
用

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

ま
す
の
で
、
早
期
就
職
を
目

指
し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
８
日
（
木
）、

９
日
（
金
）
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

直
方

●
内
容　

就
活
の
ポ
イ
ン
ト
、

応
募
書
類
の
書
き
方
、
面

接
の
ポ
イ
ン
ト
、面
接
訓
練
。

受
講
後
は
、
再
就
職
専
門

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対
１

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

●
対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
求
職
者

●
持
参
す
る
も
の　

履
歴
書
、

筆
記
用
具

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

福

岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
（
０
９
２
）
４

３
３
局
７
７
８
０
番
ま
で

福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
す

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
１
時

間
あ
た
り
７
６
５
円
に
改
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
10

日
か
ら
特
定
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

●
特
定
最
低
賃
金
（
１
時
間
）

▽
製
鉄
業
、
製
鋼
・
製
鋼

圧
延
業
、
鋼
材
製
造
業
＝

９
０
３
円
▽
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
＝

８
５
７
円
▽
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
＝
８
８
０
円

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

＝
８
２
４
円
▽
自
動
車
（
新

車
）
小
売
業
＝
８
７
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
監
督
課
賃

金
室
☎
（
０
９
２
）
４
１
１

局
４
５
７
８
番
ま
で

最
低
賃
金
引
上
企
業
へ
の

業
務
改
善
助
成
金
を

拡
充
し
ま
し
た

福
岡
労
働
局
で
は
、
次
の
と

お
り
事
業
場
の
最
も
低
い
時
間

給
を
引
き
上
げ
る
中
小
企
業
に

対
し
て
、
業
務
改
善
助
成
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

●
助
成
内
容　

労
働
能
率
の

増
進
に
資
す
る
設
備
・
機
器

の
導
入
等
の
業
務
改
善
に
要

し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
。

助
成
率
は
、
①
８
０
０
円

未
満
の
事
業
場
内
最
低
賃

金
を
40
円
以
上
引
き
上
げ

た
場
合
＝
10
分
の
７
（
上

限
70
万
円
）
②
１
千
円
未

満
の
事
業
場
内
最
低
賃
金

を
60
円
以
上
引
き
上
げ
た

場
合
＝
２
分
の
１
（
上
限

１
０
０
万
円
）
③
８
０
０

円
以
上
１
千
円
未
満
の
事

業
場
内
最
低
賃
金
を
90
円

以
上
引
き
上
げ
た
場
合
＝

10
分
の
７
（
上
限
１
５
０

万
円
。
た
だ
し
１
２
０
円

以
上
引
き
上
げ
た
場
合
は

上
限
２
０
０
万
円
）。
な
お
、

①
②
③
の
う
ち
、
労
働
者

30
人
以
下
の
事
業
場
の
助

成
率
は
４
分
の
３

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
雇
用
環
境
・
均
等
部
企

画
課
☎
（
０
９
２
）
４
１

１
局
４
７
６
３
番
ま
で
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広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
▶全一段（縦 43㎜×横 187㎜）…１万円
▶半一段（縦 43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の 40 日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策係まで

募集します!!

平成 28 年度臨時福祉給付金、障害・遺族年金
受給者向け給付金の申請期限は 12 月 20 日です。
支給対象の人は申請忘れがないかご確認ください。
● 支給要件　▷平成 28 年度臨時福祉給付金＝平

成 28 年度分の住民税が課税されていない人。
ただし、住民税において課税者の扶養親族に
なっている人や生活保護を受給している人など
は除きます▷障害・遺族年金受給者向け給付金
＝平成 28 年度臨時福祉給付金の支給対象者の
うち、平成 28 年５月分の障害基礎年金や遺族
基礎年金等を受給している人。ただし、高齢者
向け給付金（30,000 円）を受給した人は除きま
す

● 支給額　▷平成 28 年度臨時福祉給付金＝１人
につき 3,000 円▷障害・遺族年金受給者向け給
付金＝１人につき 30,000 円　※どちらの給付金
も支給は１回です。なお、両方の支給要件を満
たす人は、２つの給付金を受給できます

● 申請期限　12 月 20 日（火）。受付時間は午前
８時 30 分から午後５時 15 分まで（土・日・祝
日は除く）。ただし木曜日は午後７時まで

● 申請場所　役場福祉人権課「臨時福祉給付金窓
口」　※平成 28 年１月１日時点で、住民票があ
る市町村に申請してください

● 申請に必要なもの　申請書類（対象となる可能
性のある人には、９月中旬に郵送しています）、
本人確認書類（運転免許証、健康保険証の写し
等）、振込口座の確認ができる書類（通帳また
はキャッシュカードの写し（振込先の金融機関
名、支店、口座名義人が分かる部分。ただし、
ゆうちょ銀行は通帳のみ可））　※代理人申請の
場合は代理人の本人確認書類も必要です。また、
町外に住んでいる人に扶養されている場合は扶
養している人の非課税証明書が必要です

● 問い合わせ　▷申請について＝役場福祉人権課
福祉係まで▷制度について＝厚生労働省給付金
専用ダイヤル☎（０５７０）０３７局１９２番
まで

２つの給付金の
申請期限が
近づいています

申請は12月20日までに！



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

21
年
12
月
２
日
か
ら
昭
和
22

年
１
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
に
国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
高

齢
受
給
者
証
が
利
用
で
き
る

の
は
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の

月
）
か
ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

12
月
21
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
と
き
は

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
ま

ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
１
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
17
年
１
月
１
日

か
ら
１
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
12
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

　

2016.12−18

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【10 月中】 【累　計】
件 数 3 件（－14） 件 数 263 件（－22）

死 者 01人（＋11） 死 者 221人（±10）

傷 者 2 人（－ 7） 傷 者 83 人（－25）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【10 月中】 【累 計】

刑法犯総数 127 件（－ 9） 刑法犯総数 985 件（－114）

車上ねらい 1 件（－19） 車上ねらい 26 件（－ 78）

自転車盗難 13 件（＋ 4） 自転車盗難 124 件（＋ 12）

空き巣 3 件（－ 7） 空き巣 72 件（＋ 12）

生活安全課からのお知らせ

　 休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

（かっこ内は前年比）

● とき　12月14日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 12月11日（日）梅谷外科医院（中本町）
☎４２局３３７７番

● 12月31日（土）くらて病院（城ヶ崎）
☎４２局１２３１番

休日
在宅医



介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

１
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
27
年
１
月
２
日
か
ら
２

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

12
月
21
日

（
水
）、
22
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

平
成
27
年
国
勢
調
査

調
査
へ
の
ご
回
答

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
27
年
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
へ
の
ご
回
答
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
26
日
、
総
務
省
統
計

局
か
ら
平
成
27
年
国
勢
調
査

の
人
口
等
基
本
集
計
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
本
町

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
人
口　

１
万
６
千
７
人

（
平
成
22
年
調
査
時
か
ら

１
千
81
人
減
）。
男
性
・

７
千
５
２
９
人
、
女
性
・

８
千
４
７
８
人

●
世
帯　

６
千
３
９
３
世
帯

（
平
成
22
年
調
査
時
か
ら

１
１
７
世
帯
減
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

検
察
審
査
会
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の

被
害
者
や
犯
罪
を
告
訴
・
告

発
し
た
人
か
ら
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申

立
が
あ
っ
た
と
き
に
開
か
れ

ま
す
。
検
察
審
査
会
で
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

11
人
の
検
察
審
査
員
が
国
民

を
代
表
し
て
、
申
立
の
あ
っ

た
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を

審
査
し
ま
す
。
検
察
審
査
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
制
度

を
説
明
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

飯
塚
検
察

審
査
会
事
務
局
（
福
岡
地

方
裁
判
所
飯
塚
支
部
内
）

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

１
１
８
６
番
ま
で

人
権
週
間
の
集
い
講
演
会

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人

権
週
間
で
す
。
町
で
は
こ
れ

に
合
わ
せ
、
次
の
と
お
り
講

演
会
を
行
い
ま
す
。
人
権
は

す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
た

権
利
で
す
。
皆
さ
ん
も
講
演

会
に
参
加
し
て
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
講
演
会　

▽
と
き
＝
12
月

９
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

▽
講
師
＝
ア
イ
ヌ
古
布
絵

作
家
・
宇
梶
静
江
さ
ん
▽

演
題
＝
ア
イ
ヌ
民
族
に
生

ま
れ　

ア
イ
ヌ
と
し
て
生

き
る
▽
手
話
通
訳
＝
有
り

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

博
物
館
休
館
の
お
知
ら
せ

歴
史
民
俗
博
物
館
（
本
館
）

は
、
改
修
工
事
の
た
め
、
12

月
12
日
（
月
）
か
ら
平
成
29

年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。
な
お
石
炭

資
料
展
示
場
は
通
常
ど
お
り
、

開
館
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗

博
物
館
ま
で

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

移
転
の
お
知
ら
せ

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

及
び
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
次
の
と
お
り
移

転
し
ま
す
。

●
移
転
先　

福
岡
第
１
法
務

総
合
庁
舎
３
階
（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
三
丁
目
５
番

25
号
）

●
移
転
時
期　

平
成
29
年
１

月
10
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
法
務

局
人
権
擁
護
部
☎
（
０
９

２
）
８
３
２
局
４
３
１
１

番
（
移
転
後
は
☎
（
０
９

２
）
７
３
９
局
４
１
５
１

番
）
ま
で

次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ

こ
内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
遠
藤
典
男
様
＝
神
崎（
澄
）

▽
石
松
美
代
様
＝
今
村（
健
男
）

●
く
ら
て
病
院
へ

▽
淵
田
充
子
様
＝
弥
生
（
日
出

夫
）

▽
岡
松
尚
寿
様
＝
新
延
南

（
三
千
代
）

19−2016.12

くらしの情報

愛の
贈

り
も
の

今年の１月、大寒波の影響により町内で
多くの水道管が凍結し、破裂しました。こ
のように、寒さが厳しくなると水道管が凍
結し、破裂する恐れがあります。露出した
水道管には保温チューブを巻いたり、寝る
前に糸が引く程度に水を流したままにした
りする（図１）また、メーターボックス内
には布やビニール袋に新聞紙を丸めたもの
を詰める（図２）と凍結の予防になります。

水道管が凍って水が出なくなった場合は、
ぬるま湯をゆっくりかけて溶かしてくださ
い。熱湯をかけると、破損してしまう恐れ
がありますので、ご注意ください。
● 問い合わせ　役場上下水道課上水道工務

係まで

凍結した水道管に熱湯は「厳禁�」

水道管の凍結に
備えましょう

（図１） （図２）

年末年始期間は、ゴミとし尿の収集日
が次のとおり変わります。お間違えのな
いようご注意ください。
● 固形燃料用（燃える）ゴミ　▷月・木

曜日の収集地区＝１月２日（月）の収
集はありません▷火・金曜日の収集地
区＝１月３日（火）の収集はありませ
ん

● ビン・カン類　全地区変更ありません
● 燃えないゴミ・粗大ゴミ　全地区変更

ありません
● ペットボトル　全地区変更ありませ

ん
● し尿　▷剣・古月地区＝ 12 月 30 日（金）

の午後から１月３日（火）までお休み
します▷西川地区＝ 12 月 30 日（金）
から１月３日（火）までお休みします

● 問い合わせ　役場農政環境課生活環
境係まで

収集日をお間違いなく�

年
末
年
始
は

ご
み
と

し
尿
の

収
集
日
が

変
わ
り
ま
す



FUKUOKA

KURATE  TOWN

広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー平成 28 年 12 月号  No.684 編集●広報委員会
発行●鞍手町

● 町の人口・10 月の人の動き
・人口　16,521 人
・男性　 7,852 人
・女性　 8,669 人
・世帯数  7,542 世帯

（平成28年10月31日現在）

・出生  10 人
・死亡  16 人
・転入  37 人
・転出    40 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

12月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

2 金 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

８ 木 ４か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、15ページ参照）

９ 金 人権週間の集い講演会（中央公民館：14時～、19ページ参照）

10 土 アイヌのお話し会（歴史民俗博物館：11時～、８ページ参照）

11 日

12 月 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、15ページ参照）

13 火 乳幼児相談（福祉センター、10ページ参照）

14 水

15 木 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

16 金 心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、15ページ参照）

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水 国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

22 木
７か月、12か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

23 金 天皇誕生日　真ん中くらてコンサート（中央公民館：18時～20時、
14ページ参照）

24 土

25 日

26 月 国民健康保険税（第７期分）、固定資産税（第３期分）、
後期高齢者医療保険（第６期分）納期限（14ページ参照）

27 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、15ページ参照）

28 水 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

29 木

30 金

31 土

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

【キャベツともやしのオムレツ】　１人当たりの栄養価　170kcal

　

【小松菜のチーズ & 黒こしょうあえ】　１人当たりの栄養価　24kcal

テーマ
「尿酸値を適正に�」

■材料（４人分）
もやし（240g）、キャベツ（240g）、たまご（４個）、塩（小
さじ 1/3）、こしょう（少々）、お好みソース（適宜）、マヨ
ネーズ（適宜）、青のり（適宜）

■材料（４人分）
小松菜（320g）、しょうゆ（大さじ１）、粉チーズ（大さじ
２）、粗びきこしょう（少量）

■作り方
① キャベツは厚めのせん切りにする。もやしとキャベツを

フライパンでしんなりするまで炒め、塩こしょうで軽く
下味をつけたらいったん取り出す。

② フライパンに油を引き、たまごを軽く溶きほぐしたら、薄
焼卵のように広げてキャベツともやしをのせて巻いてオ
ムレツにする。

③ 好みに合わせてソース、マヨネー
ズ、青のりをかける。

■作り方
① 小松菜は沸騰湯で色よく茹で、水

けを絞る。３cm の長さに切って
しょうゆを振り、汁けを軽く絞る。

② ボウルに入れて粉チーズと黒こ
しょうをふり、全体を混ぜ合わせる。

●痛風の予防と改善
１．肥満を解消する

適正体重（kg）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22
２．レバー・魚の干物は控える。ラーメンの汁は飲まない
３．水やお茶でしっかりと水分補給を
４．お酒は控えめに
５．野菜、海藻をたっぷり食べる
６．運動習慣をつける
７．ストレスを解消する


